
「サステナプル」＋「きのこ」
（持続可能な）
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※商標出願中

誕生のきっかけ

コ ー ヒ ー グラウンズをリサイクルした

消臭除菌剤の製品開発がきっかけ

2017年に大手 コンビニチェ ー ンと共同し、 コーヒーグラウンズを

リサイクルした消臭除菌剤の製品開発を行ったことがきっかけで

“ コーヒーグラウンズ
’
'の資源活用の可能性を強く感じました。

以来、 8年以上研究開発に取り組んでおり、 コーヒーグラウンズを

堆肥や飼料に用いるためのプロセスとして「きのこ菌が有効だと

分かり、 コ ーヒーグラウンズときのこ菌を組み合わせた研究開発

を進めるようになりました。」

現在は コーヒーグラウンズとヒラタケの相性が良いことから、

サステナきのこの品種としてヒラタケの栽培を行っています。

サステナきのことし

未利用になっているものを資源として

有効活用することで生まれる

環境に配慮したサステナブルなきのこ

生産方法
コ ー ヒ ー 豆抽出後の残消（廃棄物）を

コ ー ヒ ー グラウンズ（資源）として

再利用しサステナきのこを生産する＼

本資源循環の仕組みから生まれるきのこの総称です。

有用な栄養源を含む「抽出後のコーヒー 粉（コ ー ヒ ーグラウンズ）」を

原料に用いた菌床から栽培される、 アップサイクルなきのこを

「サステナきのこ」 と名付け、 商品化。

きのこ 栽培後の菌床（後菌床）も含めて有価物に転換する、

新しい資源循環の仕組みを実現するための入口となる商品です。

01 

ぢ謬ズを薗床化

抽出後のコ ー ヒ ー粉（コ ー ヒ ー グラウンズ）

を原料に、 きのこの菌床を製造。

02 

：累栽培

製造した菌床を使ってきのこを栽培。

『サステナきのこ」 に。

※生産状況により、サンプル品の発送時期が遅れる場合がございます。予めご了承ください。また、提供可能なサンプル品の数量には隈りがございますb
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